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≪学習問題≫


右の図の四角形ＡＢＣＤは，ＡＢが6㎝，ＢＣが8㎝の長方形です。点Ｐは，Ｂから出発して辺ＢＣ上をＣまで進むものとし，Ｂからｘ㎝進んだときの△ＡＢＰの面積をｙ㎠とします。


ｘとｙはどんな関係でしょうか。





























①本時を構想する上でポイントとなる素地


○問題解決のための知識・技能


・比例の表，式，グラフの特徴を理解している。


○既習とつなぐ見方・考え方


・2量の関係を表，式，グラフに表して考察する学習をしている。


○共同追究での新たな見方・考え方


・比例定数3を，表，式，グラフと関連づけて考える。


○新たな見方・考え方を支える学習


・表，式，グラフにおける比例定数の意味を学習している。





≪定着・活用問題≫





授業計画･実施記録
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≪学習問題≫
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②見通し:ｘが増えるとｙも増えるので，比例になりそうだ。


→表，式，グラフに表し，比例になっているかを調べればよい。











１　課題とまとめを一体のものとしてとらえるには





②学習課題:表，式，グラフを使って，ｘとｙが比例になっているか調べてみよう。





③個人追究:表，式，グラフに表して比例かどうか調べる。





④共同追究前半（解法の比較検討）


「表，式，グラフに共通していえることは何ですか？」


→「どの表し方をみても，比例の特徴が表れている。」





④共同追究後半（思考の深まり）


「比例定数の3は，表，式，グラフの何を表しているか？」


→「式…ｘ×ｈ÷2→ｘ×6÷2＝3ｘ」


　「表…ｘが1増えればｙは3増える。いつもｙはｘの3倍」


　「グラフ…ｘが1増えれば，ｙは3増える。」





⑤まとめ（児童生徒の言葉で）


・表や式，グラフに表すと，比例関係になっていることがわかる。


・比例定数の3は，図や表，式，グラフから求めることができる。


・三角形の面積の公式に当てはめると式が求められ，比例かどうかがわかる。





⑥定着･活用問題


右の図の四角形ＡＢＣＤは，ＡＢが6㎝，ＢＣが8㎝の長方形です。点Ｐは，Ｃから出発して辺ＣＤ上をＤまで進むものとし，Ｃからｘ㎝進んだときの△ＢＣＰの面積をｙ㎠とします。ｘとｙの関係を調べましょう。
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＜本時の展開に当たっての留意点＞


・手作り教具やパソコンのシミュレーションを使って動く様子をイメージさせたい。また，どこかで停止させ，その図をかきながら面積を求め，三角形の面積を想起させたい。


・表を途中まででも丁寧に作成させ，変化や対応を考察させることを通して，ｘとｙの比例関係を見抜かせたい。また，三角形の面積の式がｙ＝ａｘになることと合わせて統一的にみさせたい。





【板書計画】








